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日
本
で
も
毘
指
の
難
コ
ス
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

去
る

5
月
U
日
か
ら
初
日
ま
で
の

4
日

間
¥
第
行
口
三
菱
ギ
ャ
ラ
ン
ト
ナ
メ

ン
ト
(
主
催
・
三
菱
自
動
車
工
業
¥
日

本
ヲ
ン
口
川
ノ
ブ
¥
後
援
・
大
洗
田
ほ
か
〉

ガ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
に
面
し
だ
美
し
い
シ
ー
サ
イ

ド
コ
ス
に
ト
ッ
プ
ブ
自
ら
明
名
ガ
出

場
。
優
勝
費
金

7
干
8
百
万
円
、
輩
〈
長

総
額
ペ
1
出
億
円
を
か
け
¥
熱
き
戦
い
を
繰

り
出
げ
¥
陳
士
山
忠
選
手
公
ロ
湾
〉
ガ
通
算

什
戸
ン
ヲ
で
初
僅
勝
し
ま
し
た
。

大
洗
、
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
の
開
催
は
¥

7
年
ぶ
り

3
自
由
(
第

3
E
-
第
刊
臣
〉
。

最
終
己
の
初
日
は
快
晴
に
患
ま
れ
¥

場
に

7
8
¥
5
?
O人
(
4日
間

¥
3
9
¥

0
7
9人
)
の
観
客
ガ
集
ま
り
ブ
口
の

授
と
名
勝
負
を
観
戦
、
大
き
な
指
手
を

送
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
¥
旬
番
ゲ
リ
ン
上
で

表
彰
式
の
あ
と
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
於

い
て
パ
ー
テ
ィ
ガ
開
か
れ
¥
大
会
名
誉

顧
問
の
竹
内
時
長
、
ガ
「
第
行
田
三
菱
ギ

ャ
一
フ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ガ
成
功
曜
に
終

了
し
た
。
テ
レ
ビ
の
直
面
に
大
洗
の
海

ガ
写
り
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
の
ピ
ッ

ク
イ
ベ
ン
ト
万
全
国
に
肢
映
さ
れ
ま
し

疋
こ
と
は
、
地
元
の
私
だ
ち
に
と
り
ま

し
て
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
す
し
と
盛

会
を
祝
っ
て
挨
制
限
。
続
い
て
¥
胞
阿
津
茨

域
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社
社
長
よ

り
竹
内
耳
畏
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
力
i

-

オ
軍

l
フ
シ
ヨ
ン
の
売
上
げ
金
の
日
銀
ガ
手
時

渡

さ

れ

ま

し

定

。

一

法
定
、
題
簡
工
会
商
業
部
会
で
は
一
一
一
軍

菱
自
動
車
工
業
と
茨
城
自
動
車
販
売
の
一

協
賛
を
受
け
て

J

二
菱
ギ
ャ
一
フ
ン
ト
i
事

ナ
メ
ン
ト
大
洗
開
催
記
愈
ブ
レ
ミ
戸
ム
一

セ
i
ル
羽
し
を
実
掘
。
三
菱
ミ
二
力
¥
包

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ヴ
川
ノ
ズ
や
J
リ
i
ク
ク
品

川
ノ
ズ
等
の
一
豪
華
賞
昂
の
当
だ
る
抽
選
会
一

で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
¥
特
震
の
三
菱
ミ
二
力

は
¥
関
根
智
子
さ
ん
(
磯
浜
町

4
1
9
4
)

が
手
に
し
ぎ
し
た
。

こ
の
大
会
の
開
催
で
¥
大
洗
の
知
名

度
ガ
さ
ら
に
高
ま
つ
疋
こ
と
で
し
ょ
う
。

h
v
最
終
ホ

i
ル
を
パ

i
デ
ィ
!
の
陳
選
手

h
v
挨
拶
す
る
竹
内
町
長

正弘嶋津社長よりオークションの

目録を受ける竹内町長&大勢のギャラリーが集まった18番ホール&プレミアムセール'93の特賞(三菱ミニカ)

夜
に
な
っ
て
も
、
最
低
気
温
が
ニ

十
五
度
以
下
に
下
が
ら
な
い
日
を
熱

帯
夜
と
い
い
ま
す
。
暑
か
っ
た
一
日

が
終
わ
り
、
太
陽
が
沈
ん
で
ホ
ッ
と

し
た
も
の
の
温
度
が
一
向
に
下
が
ら

ず
、
寝
苦
し
い
思
い
を
す
る
の
が
熱

帯
夜
で
す
。

で
は
、
日
本
は
熱
帯
夜
が
年
間
で

何
日
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
平

均
す
る
と
、
沖
縄
で
は
こ
か
月
半
、

東
京
は
半
月
、
札
幌
で
は
熱
帯
夜
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
特
に
寝
苦
し
い
夜
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
せ
ん
か
。

東
京
の
例
で
す
が
、
昭
和
二
十
六

年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
の
三
十
年
間

で
、
六
i
九
月
ま
で
の
熱
帯
夜
の
平

均
日
数
は
、
十
四
・
四
日
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
が
高
度
成
長
の

波
に
乗
り
始
め
た
昭
和
三
十
六
年
か

ら
、
経
済
大
毘
の
名
を
確
立
し
た
平

成
ニ
年
ま
で
の
一
一
一
十
年
間
で
、
ム
ハ
1

九
月
ま
で
の
熱
帯
夜
の
平
均
日
数
は
、

十
八
・
ニ
日
で
し
た
。
六
月
を
徐
い

て
、
各
月
と
も
後
者
の
ほ
う
が
熱
情

夜
の
呂
数
が
多
く
、
合
計
で
は
三
・

八
日
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
地
球
の
温
暖

化
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
ク
ー
ラ

ー
の
普
及
、
鉄
筋
ビ
ル
の
増
加
な
ど
、

環
境
変
化
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
、
ぇ
、

熱
帯
夜
で
も
ク
ー
ラ
ー
の
お
か
げ
で
、

寝
苦
し
い
怠
い
を
し
な
い
で
す
む
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
は
た
し
か
で
す
。

生
活
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
思

わ
ぬ
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
や
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
、
グ

ス
爆
発
な
ど
、
身
の
回
り
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

七
月
一
日
は
、
「
国
民
安
全
の
日
」
で

す
。
こ
の
臼
を
機
会
に
、
も
っ
と
事

故
防
止
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
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J
L

産
業
活
動
に
よ
っ
て
、
排
出
さ
れ
る

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
漢
に
苦
慮
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

i
を
掴
沼

川
田
魚
市
場
(
磯
浜
町
3
8
4
6
)
に
町

が
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
発
泡
ス
チ
ロ

i
ル
を

;ぇチ盟-JII

圧
縮
、
そ
の
時
に
発
生
す
る
熱
を
利
用

し
て
軟
化
脱
泡
す
る
安
全
で
高
性
能
な

再
処
理
施
設
(
1
時
間
当
た
り
初
比
)
で

す
。
発
動
…
で
処
理
す
る
た
め
、
臭
い
、

ガ
ス
の
発
生
は
な
く
、
引
火
爆
発
の
危

険
も
な
い
施
設
で
良
質
の
再
生
樹
脂
原

料
が
出
来
ま
す
。

ー
寺
盆
掘
削
間
集
会
所
と

「
i

i

l
寿
集
会
部
聞
が
完
成

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

i
の
拠
点
、

町
民
の
品
目
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
地

区
集
会
所
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た

寺
釜
堀
川
集
会
所
と
寿
集
会
所
が
完
成

!
手
品
し
た
。

寺
釜
堀
川
集
会
所
は
、
大
賞
町
5
3

7
1
1
に
建
設
。
建
物
は
、
木
造
平
屋

建
国
・
訂
ぽ
(
叫
坪
)
で
、
多
目
的
に
利

用
で
き
る
会
議
室
(
町

-
W
U
)
、
和
室

2
室
(
日
帖
)
と
料
理
実
習
の
で
き
る
調

理
室
(
日
・
日
山
崎
町
)
を
備
え
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
費
は
、

2
1
、
0
1
2
千
円

です。

平成5年7F.15臼

品V
ヰ
寸
釜
堀
川
集
会
所

h
p
発
集
会
所

寿
集
会
所
は
、
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
前

の
(
磯
浜
町
6
8
8
1
5
7
1
)
に
建

設
。
建
物
は
木
造
平
屋
建
問

-
U
U
(川
町

坪
)
で
、
会
議
室
(
刊
日
・
的
財
)
、
和
室

2
室
(
弘
帖
)
と
調
理
室
(
日
・
肝
ぽ
)
を

備
え
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
費
は
、

2

4
、
7
2
0
千
円
で
す
。

両
施
設
と
も
、
今
後
大
勢
の
地
区
の

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
、
人
々
の
つ
な
が
り

を
一
層
深
め
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

建
設
事
業
費
は
、

1
8
、
2
3
1
千

円。

7
月
1
日
(
木
)
か
ら
運
転
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

再
生
さ
れ
た
物
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
玩
具
等
に
利
用
出
来
る
原
材
料
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
地
球
に
や
さ
し
い
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
保
全
並
ぴ
に
産
業
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

。
搬
入
日
時
毎
週
木
曜

g

午
前
9
蒋
か
ら
午
後
3
時
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
農
林
水
産
課

水
産
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

関
東
銀
行
(
亀
井
謙
二
頭
取
)
で
は
、

去
る
5
月
初
日
に
地
元
大
洗
支
屈
を
始

め
7
庖
舗
が
参
加
(
行
員
1
5
0
名
)
し

て
、
大
洗
サ
ン
ビ
!
チ
で
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
た
作
戦
は
、

今
年
で
6
四
回
。
ご
み
袋
を
片
手
に
約

1
時
間
半
に
わ
た
っ
て
海
岸
の
ビ
ニ
ー

ル
や
空
き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
を
拾
っ
て

い
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
親
子
ず
れ
で
参
加
し
て

汗
を
流
し
て
い
る
行
員
さ
ん
も
い
ま
し

た。
お
桧
様
で
、
サ
ン
ビ

i
チ
は
ま
た
た

く
間
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

関
東
銀
行
の
皆
さ
ん
、
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
の
奉
仕
偉
業

大
洗
的
建
設
工
業
金

去
る
、

6
月
6
8
(
日
曜
日
)
大
洗
町

建
設
工
業
会
(
関
根
カ
雄
会
長
)
会
員

皆
さ
ん
に
よ
る
学
校
施
設
の
小
破
修
理

奉
仕
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
祝
町
幼
稚
関
・
祝
町
小
学

校
が
対
象
と
な
り
、
早
朝
か
ら
雨
天
に

も
か
か
わ
ら
ず
校
庭
の
遊
具
修
理
や
昇

降
ロ
の
下
駄
箱
改
修
等
に
尊
い
汗
を
流

し
な
が
ら
笑
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
に
よ
り
、
園
児
・
児

童
が
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
生
活
を
送

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

す
鶴
田
端
q
d
L
V
寝
静
呂
マ
診
組
側
命
備
官

一

一

麟

醸

ゆ

す

今
年
も

4
月
に
、
役
場
ヘ
次
の

2
名

の
新
採
職
員
が
入
庁
し
ま
し
だ
。

小

沼

正

人

(

税

務

課

〉

小
野
瀬
憲
優
(
住
民
課
)

現
在
、
配
属
さ
れ
芝
各
課
で
い
か
に

主

小沼正人間
(税務諜)

初
め
ま
し
て
、
四
月
か
ら
み
な
さ
ま

一
の
大
洗
町
役
場
の
職
員
と
し
て
働
い
て

い
る
小
沼
正
人
と
申
し
ま
す
。
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
頼
い
し

ま
す
。
な
ど
と
一
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

早
い
も
の
で
一
一
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
職
場
の

雰
囲
気
に
も
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
仕
事
の
方
は
全
く

能
率
が
上
が
ら
ず
、
毎
日
毎
日
が
勉
強

で
す
。
あ
ま
り
急
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
吸
収
し
た
の
で
頭
だ
け
で
は
収
ま
ら

ず
、
最
近
は
お
な
か
ま
で
丸
く
な
っ
て

し
ま
い
閤
っ
て
い
ま
す
。

実
は
私
、
み
な
さ
ま
の
と
て
も
大
好

き
な
(
?
)
税
務
課
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
。
私
も
税
金
と
開
く
と
な
ん
と
な

く
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
浮
か
ん
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
は
り
、
町
に
と
っ
て

も
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
も
大

事
な
部
署
で
す
。
税
務
課
の
仕
事
は
私

に
は
と
て
も
難
し
く
感
じ
ま
す
が
、
良

き
上
司
や
先
輩
串
方
の
ご
指
導
の
も
と
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
覚
、
え
て
き

ま
し
た
。
日
T

く
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立

惨
奉
仕
に
励
む
会
員
の
皆
さ
ん

も
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ら
し
く
、
は
つ
ら

つ
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
一
言
、
抱
負
な
ど
な
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

つ
こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
L

て

も
し
、
役
場
へ
来
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
税
務
課
へ
立
ち
寄
り
声
で
も
か
け
て

下
さ
い
。

小野瀬憲優(22)
(イ主民課)

大
洗
町
役
場
に
入
庁
じ
て
3
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
窓
口
に
配
属
さ
れ
て
最

初
は
囲
惑
し
、
右
も
友
も
解
か
ら
な
い

状
態
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導

の
お
か
げ
で
徐
々
に
仕
事
に
も
慣
れ
て

付
」一一一一

一
、
植
木
叩
本

(
1
百
回
万
円
相
当
)

サ
ン
ビ

l
チ
キ
ャ
ン
プ
場
環
境
と

し
て大
洗
町
成
呂
町
白
番
地

側
夏
海
造
国
代
表
取
締
役

米
川
栄
一
殿

一
、
植
木

3
本

(
詑
万
8
千
円
相
当
)

サ
ン
ビ
l
チ
キ
ャ
ン
プ
場
環
境
と

し
て大
洗
町
磯
浜
町
7
3
1
番
地
2

黒
沢
縫
製
工
業黒

沢

弘

殿

一
、
富
士
通
パ
ソ
コ
ン
F
M
R
m

(
却
万
円
相
当
)

第
一
中
学
校
職
員
室
の
事
務
能
率

向
上
の
た
め
へ

c

大
洗
町
立
第
一
中
学
校

平
成
4
年
度
卒
業
生
一
民
殿

一
、
掲
示
板

7
枚

(
比
万
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
備
口
問
と
し
て

大
洗
町
立
夏
海
小
学
校

平
成
4
年
度
卒
業
生
一
一
回
殿

き
ま
し
た
。

私
の
勤
務
す
る
住
民
課
住
民
係
は
、

直
接
住
民
の
方
が
た
と
応
対
す
る
係
で

す
。
毎
日
住
民
の
方
が
た
か
ら
様
々
な

質
問
を
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
力
不
足
で

な
か
な
か
満
足
い
く
応
答
が
で
き
ず
に

ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
と
怠

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
日
も
阜
く
十
分

な
接
選
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

毎
日
が
勉
強
の
つ
も
り
で
努
力
し
て
い

き
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

住
民
係
で
は
、
職
務
上
他
の
課
と
関

わ
る
こ
と
が
多
く
、
仕
事
を
学
ぶ
と
い

う
こ
と
で
は
絶
好
の
位
置
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
は
あ
た
え
ら
れ
た
仕

事
を
一
つ
一
つ
こ
な
し
て
い
く
の
で
精

一
杯
の
状
態
で
す
が
、
勉
強
す
る
べ
き

も
の
は
囲
り
に
い
く
ら
で
も
あ
る
よ
う

でム九窓
口
は
役
場
の
顔
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ

う
に
社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
体
育
語
袖
幕
l
枚

(
ロ
万
2
千
円
相
当
)

夏
海
小
学
校
備
口
問
と
し
て

支
海
小
学
校
後
援
会
殿

一
、
植
木
印
本

(
1
百
万
円
相
当
)

緑
化
推
進
事
業
記
念
と
し
て

大
洗
町
磯
浜
町
4
9
6
4
番
地

小
沼
関
之
助
殿

一
、
五
百
万
円

青
少
年
の
健
全
育
成
施
設
改
善
資

金
の
一
部
と
し
て

大
洗
町
港
中
央
1
番
地

大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル
側

代

表

取

締

役

社

長

竹

内

宏

殿

一
、
ア
ッ
。
フ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

(
叩
万
円
相
当
)

祝
町
幼
稚
問
教
具
と
し
て

水
一
戸
市
元
士
口
問
釘
2
8
1
6
番
地
8

長
谷
延
洋
殿

一、

3
拾
万
円

消
防
車
両
購
入
基
金
と
し
て

大
洗
町
磯
浜
町
1
0
9
7
番
地

加

藤

理

澱

一、

2
拾
万
円

脊
英
事
業
資
金
の
一
部
と
し
て

大
洗
町
磯
浜
町
5
3
6
5
養
地
6

鈴
木
簿
之
殿

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
所
得
税
は
、
支
払
を
受
け
る

と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
計
算
の
仕
方
な
ど
を
説
明
し
ま
し

L

品、「ノ。〈給
与
所
得
と
所
得
税
の
計
算
〉

サ
ラ
リ
i
マ
ン
が
支
給
を
受
け
た

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
は
給
与
所
得

に
な
り
ま
す
。

①
給
与
所
得
金
額
の
計
算

一
年
間
の
給
与
所
得
の
金
額
は
、

そ
の
年
の
収
入
金
額
か
ら
「
給
与
所

得
控
除
額
」
を
羨
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
。
②
課
税
所
得
金
額
の
計
算

給
与
所
得
金
額
か
ら
、
基
礎
控
除

ば
な
り
ま
せ
ん
。

節
日
節
尽
に
は
、
必
ず
盟
民
年
金

の
届
け
出
も
忘
れ
な
い
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
作
ゆ
と
意
巴
こ
ん
怠
手
続
患
を

ー
節
目
節
目
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

l

』

と カミ ら 提出する局番} 

カ日 20歳になったとき(自営業の方) 資格取得届
入
寺霊 60歳前に会社をやめたとき 資格取得届(種別変更届)
(/) 

手続
淳生年金や共済組合に加入したとき 資格喪失届

き 氏名や住所が変わったとき 氏名(住所)変更届

給者受

住所や支払機関を変えたとき 住所・支払機関変更届

年金の支払通知書蓄をなくしたとき 支払通知書芸亡失(未着)届

。〉 死亡したとき 死亡届・未支給年金支給請求書

手続 2つ以上の年金を受けられるとき 選択申出番
き
引き続いて年金が受けられるように 現況溺

奥サ 結婚してご主人の扶養になったとき 種別変更届
さラ
んリ ご主人が返殺して自営業になったとき 種別変更届
の|
手マ 収入が増えてご主人の扶養からはずれたとき 種別変更届
続ン
奥さんも会社に就職したとき 種邪変更届きの

国
民
年
金
の
加
入
者
が
、
将
来
の

年
金
受
給
を
確
か
な
も
の
と
し
、
ま

た
年
金
受
給
者
が
、
間
違
い
な
く
年

金
を
受
け
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
履
け
出
や
申
請
を
し
な
け
れ

加入者@受給者の主な手続き

だ
よ
日
リ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

同
月
z
d
a
 

※この他にもいろいろありますヨ/

や
扶
養
控
除
な
ど
の
「
所
得
控
除
」

を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
課
税
所
得

穿
舗
と
な
り
ま
す
。

③
所
得
税
額
の
計
算

課
税
所
得
会
頭
に
「
税
率
」
を
掛

け
て
算
出
し
た
金
額
が
、
そ
の
年
の

所
得
税
額
で
す
。

〈
年
末
調
整
〉

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給

与
総
額
に
対
す
る
所
得
税
額
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ

り
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
こ
と
や

生
命
保
険
料
な
ど
の
所
得
控
除
は
、

年
末
に
一
度
に
引
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
所

得
税
の
過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
「
年
末
調
整
」
と
い

い
ま
す
。



らあ 王子成 5~7 月 5 日

(議奇襲撃謂@大洗時〉

も百おお

こ
れ
に
続
い
て
、
連
合
婦
人
会
か
ら

は
「
大
洗
音
頭
ヘ
「
磯
節
甚
句
入
り
へ

「
新
磯
節
」
、
「
大
漁
節
」
、
「
浜
っ
こ
ど

ん
と
節
」
の
踊
り
を
披
露
し
て
、
大
き

な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
、

2
時
間
た
ら
ず
の
交
流
会

で
し
た
が
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
お
互
い
の
伝
統
文
化
に
接
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
民
踊
に
十
分
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

新
津
市
の
伝
統
的
な
漏
り
を
間
近
で

見
た
婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、
大
き
な
感

動
と
刺
激
を
受
け
、
こ
れ
を
契
機
に
多

く
の
人
々
と
民
踊
を
通
し
た
文
化
交
流

に
努
め
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た。

つ
!
熱
戦
を
融
機
関
し
た

f
ー
マ
マ
議
ん
バ
レ
j
斌
j
制
御
大
金

第
お
間
前
町
民
{
丞
庭
婦
人
パ
レ

i
ボ
i

各
チ

l
ム
と
も
、
日
頃
の
練
習
成
果

ル
大
会
が
、
去
る
6
月
6
日
(
門
口
)
に
町
を
発
揮
し
て
、
?
?
さ
ん
と
は
思
え
な

総
合
運
動
公
開
制
体
育
館
で

7
チ

I
ム
が
い
若
々
し
い
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま

参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
し
た
。特
に
、
大
洗
ク
ラ
ブ
と
オ
リ
ー
ブ
ク

ラ
ブ
の
決
勝
戦
は
、
フ
ル
セ
ッ
ト
に
持

ち
込
ま
れ
、
最
終
セ
ッ
ト
も
加
対
加
と

大
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
オ
リ
ー
ブ

ク
ラ
ブ
が
大
洗
ク
ラ
ブ
を
振
り
切
り
、

ニ
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

〔A
ブ
ロ
ッ
ク
〕

優

勝

オ

リ

ー

ブ

ク

ラ

ブ

準

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

〔8
ブ
ロ
ッ
ク
〕
(
敗
者
チ

l
ム
)

優

勝

コ

ス

モ

ク

ラ

ブ

準
優
勝
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

(3)第259号

の
み
容
さ
ん
と
盟
関
、
か
蕊
流

こ
れ
は
、
高
年
者
と
子
供
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
事
業
で
、
世
代
閉
め
交
流
と

生
活
文
化
の
伝
承
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

園
児
の
み
な
さ
ん
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
て
、
芋
の
首
を
植
え
る
と
「
こ

れ
で
い
い
の
」
と
聞
く
な
ど
楽
し
く
、

微
笑
ま
し
く
交
流
を
深
め
、
見
事
な
芋

畑
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
「
お
芋
が
早
く
大
き

く
な
ら
な
い
か
な
あ

i
」
と
竿
く
も
秋

の
芋
堀
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
、
無
償
で
熔
を
開
放
し

て
頂
い
た
二
階
堂
か
つ
(
磯
浜
町
6
8

1
8
番
地
)
さ
ん
、
芋
の
苗
を
提
供
し

て
頂
い
た
大
川
喜
一
(
成
田
町
1
0
7

番
地
)
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
5
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、

去
る
5
月
お
臼
(
日
)
町
総
合
運
動
公
園

体
育
館
に
1
0
5
名
の
選
手
が
集
ま
り
、

競
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
留
で
習
得
し
た
技
術
も
向

上
、
槌
所
に
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
で
予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
。

た
だ
ち
に
表
彰
に
移
り
選
手
の
荒
々
し

い
怠
が
所
々
で
聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
で

し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
紙

衝
の
都
合
に
よ
り
、
優
勝
者
の
み
掲
載
。
-

O
男
子
ダ
ブ
ル
ス

A

優

勝

高

沢

・

滑

川

(
土
日
間
ク
)

大
洗
町
叫
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
明

寿
会
(
高
橋
兼
士
口
会
長
)
の
皆
さ
ん
と

町
立
第
一
保
育
所
の
子
供
た
ち
が
、
去

る
6
月
日
目
、
近
く
の
熔
で
芋
の
首
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

O
男
子
ダ
ブ
ル
ス

B

優

勝

尼

崎

・

後

関

O
男
子
ダ
ブ
ル
ス
C

優

勝

岡

田

・

西

国

O
女
子
ダ
ブ
ル
ス

A

優

勝

前

回

・

野

口

O
女
子
ダ
ブ
ル
ス

8

優

勝

堀

内

・

大

賞

。
女
子
ダ
ブ
ル
ス

C

優

勝

大

作

・

阿

内

O
混
合
ダ
ブ
ル
ス

A

優

勝

内

田

・

小

町

O
混
合
ダ
ブ
ル
ス
B

優

勝

宮

本

・

大

貫

O
混
合
ダ
ブ
ル
ス
C

優

勝

安

井

・

大

賞

(
士
口
回
ク
)

重力(
士
口
自
ク
)

(
日
立
商
)

(
大
洗
ク
)

(
土
日
間
ク
)

(
大
洗
ク
)

(
吉
田
ク
)

新
潟
県
、
新
津
市
の
民
踊
部
の
皆
さ

ん
(
総
勢
1
0
0
名
)
が
、
去
る
5
同
月
四

日
来
町
。
総
合
運
動
公
爵
体
育
館
に
お

い
て
、
当
町
の
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん

(
お
名
)
と
の
郷
土
民
踊
交
歓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
歓
会
は
、
新
津
市
の
公
民
館

活
動
の
一
つ
で
、
民
踊
に
よ
る
親
善
交

流
を
臼
的
と
し
て
各
地
を
訪
問
し
て
い

る
も
の
で
す
。
今
回
、
磯
節
の
ふ
る
さ

と
大
洗
町
へ
の
訪
関
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
新
津
市
か
ら
は
数
あ
る
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
、
伝
統
を
誇
る

「
新
津
松
坂
」
を
は
じ
め
「
四
季
の
新

津
」
等
を
色
鮮
や
か
な
衣
装
で
、
勇
壮

か
つ
優
美
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

塩
分
少
な
め
の
料
理
在

「
食
生
活
の
改
善
で
が
ん
予
防
を
」
と

大
洗
町
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
(
堀

野
満
穂
会
長
)
の
皆
さ
ん
は
、
去
る
5

月
幻
自
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
前
で
、
髭
釜

地
区
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
料
理
講
習

会
と
試
食
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

試
食
会
で
は
、
が
ん
予
防
の
献
立
料

理
「
洋
風
さ
つ
ま
揚
げ
・
豚
肉
と
ニ
ン

ジ
ン
の
ご
ま
和
え
・
和
風
サ
ラ
ダ
の
盛

り
合
わ
せ
」
等
を
紹
介
。
調
理
方
法
や

味
付
け
な
ど
を
熱
心
に
開
聞
き
な
が
ら
楽

し
く
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

燃

楽しむ

高
年
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と

相
互
交
流
の
場
と
し
て
、
年
々
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
町
高
年
者
ゲ

l
ト
ボ

l
ル

大
会
が
、
去
る
5
月
お
日
(
水
)
新
緑
の

老
人
憩
い
の
家
ゲ

i
ト
ボ
!
ル
コ

i
ト

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
気
温
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上

昇
し
、
夏
日
を
感
じ
さ
せ
、
文
字
ど
う

り
熱
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
日
チ

l
ム
的
名
の
選
手
と

応
援
者
も
加
わ
っ
て
大
変
に
ぎ
や
か
で

各
チ

l
ム
と
も
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
て
好
プ
レ
ー
が
続
出
。
、
支
審
の

「1
番
ゲ

l
ト
通
過
」
・
「
3
番
に
タ
ッ

チ
」
の
声
が
コ

l
ト
い
っ
ぱ
い
に
響
き
、

好
ゲ

i
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

競
技
が
行
わ
れ
、
食
事
を
挟
ん
で
約
7

時
間
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

大
変
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
て

優

勝

大

蔵

会

準

優

勝

旭

会

第
一
一
一
位
長
寿
会

自
宅
付
近
に
て
、
大

和

田

美

1
3
5
ミ
リ
ソ
フ
ト
レ
ン
ス

オ

i
ト

娘
の
逆
光
に
透
け
る
髪
を
強
調
し

て
み
ま
し
た
。

r
r
q
ζ

・。。

春の日差しを浴びて談しているニ人

の楽しさを表現出来ればと患いました。

植物障にて、

〔評〕

逆光にも関わらず顔がつ

ぶれずソフトレンズによる

(絹針弘己) 効果が強調されました。

く写真展:7月中旬-8月中旬・関東銀行大洗支j高> (絹針 弘己)

sjJ 

人物の位翠

j膏島

〔評〕

前ボケをうまく利用し、

も適格です。

力司

子

面詰 柚ゅ
カて亘.'.， 0コ
見花
事柚ゅ の
に子ず 落
莫の角ち
つ花一て
自のー
に溶面
な花前真

Jて原男
仁庭青春
まー嵐

お
お

ら

銀ド
後

藤

亀

泉

選

あ
け
や
す

大
差
の
上
る
洋
上
明
易
し

明

神

町

小

松

崎

十

台

〔
評
〕
時
間
の
出
漁
で
あ
る
。
地
上
に

あ
っ
て
も
夜
明
け
の
早
さ
に
驚
く
こ

の
五
月
、
遮
る
も
の
の
な
い
海
上
の

場
光
は
早
く
、
景
と
し
て
も
素
晴
らあけ

し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
つ
腕

の
明
星
が
大
き
な
燦
き
を
見
せ
て
い

る
東
方
の
空
が
白
み
始
め
て
い
る
の

だ
。
船
乗
り
な
ら
ぬ
我
々
な
ど
に
は

想
像
も
及
ば
ぬ
絶
景
な
の
で
あ
ろ
、
7
0

舟
の
生
む
波
の
白
さ
や
巌
つ
つ
じ

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
川
下
り
の
遊
船
。
激
流
に
採

る
船
頭
の
梓
捌
き
に
身
を
ゆ
だ
ね
、

時
に
は
水
し
ぶ
き
を
浴
び
て
喚
声
を

あ
げ
な
が
ら
両
岸
の
景
色
を
堪
能
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
舟
波
の
白
さ
の

彼
方
に
、
山
肌
を
彩
っ
て
い
る
山
つ

つ
じ
の
紅
叢
が
美
し
い
。

ぼ
う
た
ん
の
タ
ベ
の
色
と
な
り
に
け
り

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
自
牡
丹
か
、
紅
牡
丹
で
あ
ろ

う
か
。
暮
れ
な
ず
む
初
夏
の
残
光
が

花
び
ら
の
一
つ
一
つ
に
な
が
な
が
と

尾
を
引
い
て
、
折
り
重
ね
た
よ
う
な

騒
を
生
み
始
め
て
い
る
。
タ
色
の
中
、

牡
丹
に
件
ん
で
の
一
刻
。

孫
の
回
券
借
り
て
引
く
辞
書
梅
罰
暗
し

新

町

伊

藤

苑

女

〔
評
〕
近
年
、
視
カ
の
減
退
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
梅
雨
ど

き
の
隠
さ
に
は
閉
口
す
る
。
特
に
辞

書
の
細
字
に
至
っ
て
は
と
て
も
吾
が

包
で
は
読
み
切
れ
な
い
。
つ
い
つ
い

孫
の
健
康
な
自
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

っ
た
。
そ
し
て
わ
が
家
を
包
む
こ
の

芳
香
-

船
体
の
光
と
な
り
し
初
夏
の
海

東

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
強
烈
な
真
昼
の
揚
光
を
浴
び

て
五
月
の
洋
上
を
往
来
す
る
大
小
の

船
舶
。
き
ら
き
ら
と

g
を
射
る
よ
う

に
燥
め
い
て
、
齢
全
体
が
一
一
惜
の
発

光
体
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

を
だ
ま
き
も
引
越
の
荷
の
や
に
あ
り

大

賞

大

場

湖

舟

〔
評
〕
車
に
引
越
荷
物
を
積
込
ん
で

い
る
の
だ
が
、
車
ム
口
の
片
隅
に
は
、

花
お
だ
ま
き
の
小
鉢
も
し
っ
か
り
と

載
せ
て
あ
る
の
だ
。
こ
の
お
だ
ま
き
、

何
ん
ら
か
の
思
い
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
、
っ
。

わ
ぴ
ず

佐
佐
み
の
た
だ
散
る
ば
か
り
て
ま
り
花

東

光

台

田

中

勝

校

措
多
き
駅
前
広
場
タ
薄
暑

髭

条

川

上

弘

縫
る
る
と
見
え
て
縫
れ
ず
梅
雨
の
蝶

髭

釜

稲

田

富

穂

風
筆
…
る
木
洩
日
ゆ
れ
て
犬
ゆ
れ
て

桜

道

真

田

静

子

塚
の
雨
上
が
り
老
鴬
-
}
だ
ま
せ
る

新

町

岸

和

泊

和

子

縁
蔭
に
吾
を
待
つ
ベ
ン
チ
一
つ
あ
り

夏

海

大

賞

千

代

子

山
帽
子
咲
き
晴
天
の
信
州
路

明

神

町

小

松

崎

美

代

ひ
そ
ひ
そ
と
言
葉
交
し
て
投
網
打
つ

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

年
口
守
の
瓶
に
認
め
あ
る
梅
酒

磯

浜

浅

見

道

子

海
光
り
へ
の
学
崩
さ
ず
鳥
雲
に

祝

町

今

川

農

頬
撫
づ
る
風
に
乗
り
た
る
鯉
轍

祝

町

今

川

、

つ

め

濃
き
も
よ
し
淡
き
も
よ
し
ゃ
山
若
葉

、

氷

町

桜

井

政

吉



らあ

時
職
罷
鱗
期
試
験
的
お
組
崎
-e--
っせ

第259号 (4)

平
成
5
年
度
大
洗
町
職
員
掠
用
試
験

(
事
務
吏
員
・
技
術
吏
員
)
を
次
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

。
受
験
資
格

ω
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
者

∞
昭
和
初
年
4
月
2
日
j
昭
和
訂
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
卒
業
見
込
の
者

。
採
用
予
定
人
員
若
干
名

@
試
験
臼
及
び
試
験
場
@
試
験
方
法

〔第
i
次
試
験
〕

平
成
5
年
9
月
四
日
(
日
)

茨
城
大
学
教
養
試
験
(
作
文
を
含
)

(第
2
次
試
験
〕

一平成
5
年
目
月
中
旬
頃

-
次
合
格
者
口
述
試
験

身
体
検
査

。
受
付
期
間

役
場
総
務
課
に
受
験
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
、
ぇ
7
月
ロ
臼

か
ら
8
月
刊
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
。
そ
の
他

受
験
の
申
込
者
に
は
、
受
験
票
を
交

付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
総
務
係
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

宮

町

|
5
I
l
l
-
内
線
2
3
1

開
醤
ブ

l
ん
の
開
設
足
つ
い
で

L、
7月21日。j均一8.F.125日か刻

午前9時一午後4持30分

中学生

3歳以上
小学生以下

。小学3年生以下及び団体は51率随行重量任者が
必喜善です。

ゐ一日
E
名一

9

f
お一

2

230円

130円

290円

170円

人

360円

イ回

お

〈開設期間〉

〈開設時間〉

〈入場料〉

明分

青宣

生校

区

高

お

※
付
添
者
・
再
入
場
者
も
同
額
の
入
場

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
サ
ン
オ
イ
ル
・
水
中
メ
ガ
ネ
・
シ
ユ 1 1 0円140円

ノ
l
ケ
ル
の
使
用
は
禁
止
で
す
。

会
ブ
i
ル
規
模

縦
印

m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
1
M
m

縦
釘

m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
l
M
m

縦

5
m
×
横
目

m
-
水
深
M
m
l
M
m

王子成5年7月5B

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、
え

る
に
あ
た
り
、
町
で
は
県
有
の
駐
車
場

(
県
か
ら
町
が
委
託
管
理
)
に
、
例
年

ど
お
り
有
料
期
間
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
0

0
有
料
註
車
場

①
大
洗
都
市
公
開
田
内
駐
車
場

②
察
一
立
大
洗
海
浜
公
圏
内
町
営
駐
車

場
③
角
一
下
町
営
駐
車
場

宵
料
駐
車
場
の
開
設
位
つ
い
て

。
有
料
期
間

7
月
口
日
(
土
)
1
8
月
詑
日
(
臼
)

。
有
料
時
間

マ

平

日

1
午
前
6
時
i
午
後
4
時

マ
土
曜
日

1
午
前
6
時
j
午
前
0
時

マ
釘
曜
日

i
午
前
0
時
1
午
後
4
時

。
駐
車
料
金

O
大
型
車

2
、
2
0
0
円

。
中
型
車

9
0
0
円

。
普
通
事

7
0
0
円

。
原
付
自
動
ニ
輪
車

3
0
0
円

(
商
工
観
光
課
)

「
茨
城
の
磯
」

こ

に

い

き

も

~ 
ち

茨
城
県
の
海
岸
は
、
大
洗
町
を
境
に

し
て
北
は
岩
礁
海
岸
、
南
は
砂
浜
海
岸

と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
自
然
の
豊
か
な

海
で
す
。
海
岸
の
岩
場
は
磯
と
よ
ば
れ
、
非
常

に
た
く
さ
ん
の
生
物
が
す
ん
で
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
県
内
の
磯
で
見

ら
れ
る
代
表
的
な
生
物
と
そ
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

{
展
示
物
の
概
要
〕

O
展
示
生
物
(
約
印
種
・

5
、
0
0
0
点
)

無
脊
椎
動
物
・
:
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
子
一

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
・
イ
ソ
ガ
ニ
等

魚
類
:
・
ク
メ
ジ
・
ク
サ
フ
グ
等

O
水
槽
展
示

水
槽
数
・
:
お
槽
(
の
ぞ
き
窓
方
式
)

生
怠
場
所
や
見
つ
け
か
た
ポ
イ
ン
ト

磯
の
生
態
タ
ッ
チ
ン
グ
コ

i
ナ
i

O
海
藻
標
本
展
示

磯
で
見
ら
れ
る
主
な
海
濠
標
本

近
年
暴
走
族
問
題
は
深
刻
化
し
、
十
白

人
を
越
え
る
大
規
模
集
団
暴
走
や
、
単

独
あ
る
い
は
小
人
数
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
的

な
爆
音
暴
走
行
為
、
い
わ
ゆ
る
夜
遊
び

族
(
ハ
ン
ト
族
、
期
待
族
、
ゼ
ロ
ヨ
ン

族
)
に
よ
る
い
築
、
急
発
進
、
空
ふ
か

し
等
、
地
域
住
民
の
平
穏
を
害
す
る
な

ど
著
し
い
迷
惑
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
四
年
の
住
民
か
ら
の
暴
走
族
に

関
す
る
こ

O
番
通
報
は
三
、
二
回
一
件

に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
県
は
暴
走
族
対
策
会
議
を

開
催
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
暴
走
族
を
追

放
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

特
に
警
察
で
は
六
月
一
日
か
ら
七
月

一
一
二
日
ま
で
の
暴
走
族
追
放
強
調
運
動

期
間
中
の
毎
週
末
及
び
休
前
日
に
は
、

県
警
本
部
に
暴
走
族
対
策
室
、
各
警
察

署
に
現
地
取
締
り
本
部
を
設
遣
し
取
締

り

を

強

化

し

て

お

り

ま

す

。

一

1
留

翻

た
昨
日
時
計
げ
れ
れ
昨
日
町
昨
日
ニ
「
轄
設
人
臨
機
構
議
開
か
開
設
合
れ
ま
す

駐
在
所
に
①
い
集
場
所
②
一
一
輪
車
か
昭
一
特
設
人
権
法
務
相
談
所
が
開
設
さ
れ

輪
車
か
③
加
円
台
で
④
何
を
し
て
い
る
か
臨
み
ま
す
の
で
、
人
権
侵
害
や
土
地
境
界
、

を
通
報
願
い
ま
す
。
制
借
地
、
借
家
、
相
続
、
扶
養
、
結
婚
、

間
一
離
婚
等
の
問
題
で
相
談
の
あ
る
方
は
、

制
お
気
軽
に
お
い
で
下
き
い
。

O
と

き

7
月
日
目
(
火
)

午
前
日
時
j
午
後
3
時

町
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

弁
護
士
・
法
務
局
職
員
・

人
権
擁
護
委
員

ボ
ウ
ア
オ
ノ
リ
・
ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ
・

ワ
カ
メ
・
ホ
ソ
ジ
ュ
ズ
モ
・
等

O
映
像
展
示

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
生

物
の
特
徴
あ
る
生
態
を
V
T
R
説
明

。
パ
ネ
ル
展
示

磯
の
生
物
Q
&
A
コ
ー
ナ
ー

構
の
満
ち
引
き
に
つ
い
て

海
藻
標
本
の
作
り
方

〈
特
別
展
期
間
〉

6
月
1
8
か
ら
8
月
回
目
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

大
洗
水
族
館
盤
町
|
5
1
5
1

(H5.6.1l現夜)

開催包 開始待問 催 害甚 内 容 喜善儀場所 ::E 催 入場方法

7 月月1 1 8 {(日B)) 18: 00- コーラス練習 中会議室 コ ルさざなみ 関係者7 }j 18日

7月11B (日) 10: 00- ミスポート大洗コンテスト 大会議室 大洗町役場内(観光課) 関係者

7月16日倒 9: 00- コーラス練習 中会議室 コー/レさざなみ 関係者

7月18日(日) 13: 30- ぬいぐるみ人形劇 ホール 東京児主主劇場 有料

7月21日休) 14: 00- 大洗町教育研究会(講演会) 大会議室 大洗町教育研究会 無料|

告大j先制ヒセンタ一行事予定襲 (7/11"'21)簡?の人口と世帯

(6.F.1 I 日現在)

人口 20，848人(+8) 
男 10，347人(+8) 
女 10，501人(0) 
世帯数 6，405戸 ( +9) 
転入 53人 転出 47人

出生 19人 死亡 17人

O
と
こ
ろ

O
相
談
者

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター怨66-2442へお問い合わせ下さい。

祝町4夜
ゅう た

篠原祐太ちゃん

( 1歳 8ヶ月)

〆

口

同

月
〆
一
階

ませ

事長

象

事

名

名

受
付
時
潤

幼
稚
間
困
、
保
育
園
、
小
中
学
の
も
れ

者
及
び
一
般

(
3
歳
以
上
の
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も
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教
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妊
娠

6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

一
般
診
査
・
相
相
談

び前
一年
般度
住基
民本
健
康
診
査
要
指
導
者
及

三

歳

児

健

診

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

穏ヲ

J昆

メ入
口

生
後

M
ヵ
月

i
m叩
力
同
月
ま
で
の
幼
児

母

子

保

健

教

室

妊
娠

6
ヵ
月

i
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

母

子

保

健

教

室

妊
娠

6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

母

子

保

健

教

室

妊
娠

6
ヵ
月
j

8
ヵ
月
の
初
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の
方

離
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教
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3
ヵ
月

1
ロ
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月
の
乳
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及
び
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乳
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児
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相
談
者

母
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，
水
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教
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歳

1
5
歳
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で
の
幼
児
及
び
母
親

生
後
2
ヵ
月

i
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後

6
力
月
1

7
ヵ
月
の
乳
児

8
/
附

健

きF、
p~シ

芋L

児

「
機
能
由
復
訓
練
」

0
7月
日
日

ω
専
門
療
法
士
来
所

0
7
月
お
B
樹
整
形
外
科
医
来
所

0
8
月
3
日
附
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
7
月
9
日
樹

0
7
月
訪
日
樹

0
7
月
初
日
ω

0

7

月
幻
日
附

0
8同月
6
日
幽

0
7
月
初
日
掛
(
栄
養
指
導
・
試
食
会
)

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

% 

。、王

イ雀

水
戸
地
方
法
務
局
・
水
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

1
1日
制
問
カ
ル
シ
ウ
ム

摸
較
で
骨
を
強
く
i

っ
そ
し
ょ
A

と
よ
今

骨
粗
緊
症
を
防
ぐ
に
は
ま
ず
カ
ル
シ

ウ
ム
を
と
り
入
れ
て
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム

貯
蓄
を
補
強
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

食
品
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
平
均
却
%
吸

収
さ
れ
ま
す
が
そ
の
ま
ま
身
に
つ
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
収
支
は
毎

日
汗
や
使
や
尿
を
通
し
て
失
わ
れ
る
量

も
含
め
、

-
H…削
j
附
時
以
上
と
る
と
、

体
内
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
蓄
積
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

欧
米
人
の
よ
う
に
大
量
に
牛
乳
を
飲

む
習
慣
が
な
い
臼
本
人
は
、
厚
生
省
の

平
成
三
年
由
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、

す
べ
て
の
栄
養
素
が
所
要
最
を
満
た
し

て
い
る
中
で
、
た
だ
一
つ
カ
ル
シ
ウ
ム

だ
け
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
厚
生
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
大
人
で
1
日
側
時
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
の
平
均
は
知
略
。

ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
が
カ
ル
シ
ウ
ム
で

す。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
し
か
も

吸
収
率
が
高
い
牛
乳
・
乳
製
品
は
カ
ル

シ
ウ
ム
補
給
の
か
な
め
。
牛
乳
だ
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
l
ズ、

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
料
理
や
お
や
つ
に
上

手
に
利
用
し
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
解

消
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)
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